
令和３年度
緑のボランティア指導者育成講座

緑と調和した東京の未来を創る

基礎講習●募集要項

・「受講申込書」「活動実績報告書」をメール又は郵送で
　提出してください。
　様式は環境局ホームページからダウンロードできます。

・受講決定者に納入通知書を郵送します。
・指定期日までに受講料を納付してください。

〒163-8001　東京都新宿区西新宿 2-8-1 都庁第二本庁舎 19 階中央
　　　　　　　  環境局自然環境部緑環境課保全担当
電　話：03-5388-3555( 直通 )
メール：S0000724@section.metro.tokyo.jp 

10 月下旬より実施！

申込方法

募集情報

( 大文字の Sの後にゼロが 4つ )

申込・問合せ先

東京都環境局

「東京都二級緑のボランティア指導者」

講習時間の８割以上を受講した方を講習修了者とします。
講習修了者のうち、修了試験に合格した方を

「東京都二級緑のボランティア指導者」
として認定します。

募集期限◉令和３年５月２８日（金曜日） 必着
募集人数◉25名（応募多数の場合、抽選）

受講料◉14,400 円
受講要件◉①及び②を満たす方

①都内に在住、在勤若しくは在学又は都内で自然観察若しくは緑地保全の
ボランティア活動をしている 18歳以上の方

②都内で自然観察又は緑地保全のボランティア活動経験が、年 10日間以上、
かつ、１年以上の方

令和４年度実施予定

さらにステップアップ！専門講習もあります。

挑戦！次世代の
ボランティアリーダー
挑戦！次世代の

ボランティアリーダー

https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/nature/volunteer/kyodo/volunteer/activity/leader.html
●環境局ホームページ

基礎講習を修了された方で、更なるステップアップを
目指す方のための講習です。



平成 29 年度　基礎講習
NPO法人 樹木・環境ネットワーク　
矢川ふれあいボランティア所属

過去受講者の声

講座の受講目的を
教えてください

デウィット 真子 さん

の中で自身の技術を見直し、ボラン
ティアに来る人に伝えるべきことを整
理したいと考えていました。

講座の中で、緑のボランティアを行う
多様なフィールド、多様な人々に触れ、
視野を広げたかったからです。また、
所属している団体は「１日ボランティ
ア」を受け入れているのですが、講座

講座受講の効果を
教えてください

講座受講によって、自身の活動に対し
客観的になれました。また、フィール
ドの違う仲間ができました。意見が幅
広いと、考えるきっかけを生み、チャ
レンジしたくなることが出てくるとわ
かりました。

受講を検討している方への
メッセージをお願いします。

意外に多様な東京の自然と人との穏や
かな付き合いかたを実地体験しなが
ら、受講仲間と意見交換などができ、
終わってほしくないくらい楽しかった
です！

平成 25 年度　基礎講習
平成 25 年度　専門講習
東京森守クラブ所属

立ち上げた団体の
現在の様子を
教えてください。

佐竹　洋 さん
本間　憲 さん

受講を検討している方への
メッセージをお願いします。

講座受講後に
ボランティア団体を設立した
おふたりです。
団体設立の経緯を
教えてください。

私たちは元々別の場所で活動していま
したが、講座受講時にボランティアの
手が入っていない緑地があることを知
り、協力して新たに団体を立ち上げる
こととしました。
団体立上げを決心するまでは時間がか
かりましたが、東京都のサポートもあ
り、立上げ作業はスムーズに進めるこ
とができたと感じています。

ものをつくろう」をモットーに、活動
を行う団体です。団体に所属するひと
りひとりが、強みを発揮して活動して
います。
講座の中で知り合った専門家の先生を
招いて植物観察会を実施したりと、講
座で出会ったひととのつながりが、今
現在も根付いています。

（佐竹さん）自然環境系ボランティア
の同志は色々な場面でお目に掛かる機
会が多いものです。この講座で多くの
方々と意見交換をする事はとても有意
義で有用です。
（本間さん）講座を通して、新たな楽
しみや仲間との出会いがあるといいで
すね。

「楽しい山づくりにしよう」「得意な

緑のボランティア指導者育成講座 基礎講習日程

…安全に関する科目　　…団体運営に関する科目　　…現場指導に関する科目安 団 現

指導者育成講座概論

持続可能な活動に向けたコンセプトワーク

東京の緑環境行政

緑地保全活動のリスクマネジメント

生物多様性に基づく緑地管理手法と保全活動

保全活動事例からの学び ～自然公園管理の実態～

動植物に関する分類群別調査・観察の核心

自然解説のためのプログラム化技法

野外活動における応急救命法

持続可能な活動にするための組織作り

修了試験

当講座の概要説明
自身と団体の現状を分析・把握することで、
今後の活動の目標を明確化し、行動計画を体現する
東京の緑環境行政の体系と今後の展望を学ぶ
緑地保全活動の場面でのリスクマネジメントについて
理解し、自由かつ安全に活動できる範囲を拡大する

生物多様性に即した雑木林づくりについて学び、実践する

東京都レンジャーが管理する自然公園を例に、
保全活動のノウハウを習得する

動植物の調査・観察ポイントについて、分類群別に学ぶ

自然観察をプログラム化することの重要性を学び、
インタープリターとしての能力を養う
野外での基本的な応急救命方法を学ぶ
指導者の役割と責任を知り、組織の活性化と発展に
向けた組織運営の基礎を身に付ける

科目名 日にち 時 間概 要 講 師 場 所

公益財団法人日本自然保護協会
市民活動推進部長・高川 晋一
東京都職員
ＮＰＯ法人国際自然大学校
事務局長・佐藤 繁一
ＮＰＯ法人森づくりフォーラム
理事・松井 一郎
東京都レンジャー（高尾地区）
高尾サポートレンジャー会
ＮＰＯ法人自然環境アカデミー
代表理事・野村 亮
ＮＰＯ法人生態教育センター
理事長・小河原 孝生
東京消防庁
高尾の森自然学校
スタッフ・小野 弘人

新宿区内会議室
又はWEB（※）

新宿区内会議室
又はWEB（※）

東豊田緑地保全地域

明治の森高尾国定公園

八王子滝山里山保全地域

小峰公園

新宿区内会議室

新宿区内会議室

7月3日（土）

7月10日（土）

9月18日（土）

10月2日（土 )

10月30日（土）

11月20日（土）

12月11日（土）

1月10日（祝）

9：30～10：00
10：00～15：00
（休憩 1時間）

10：00～15：00
13：00～16：00

15：00～15：30
（休憩 1時間）

15：00～16：00
10：00～15：00
（休憩 1時間）
10：00～16：00
（休憩 1時間）
10：00～16：00
（休憩 1時間）
10：00～16：00
（休憩 1時間）

10：00～16：00
（休憩 1時間）

予備：9月20日（祝）

予備：10月3日（日）

予備：10月 31日（日）

予備：11月 21日（日）

安

安

団

団

団

現

現

現

現

（※）対面講義とWEB講義を選択いただけます。
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